
              

令
和
四
年
度 

第
一
回
運
営
協
議
会 

 

五
月
十
日
（
火
）
、
夕
鶴
の
里

令
和
四
年
度
第
一
回
運
営
協
議

会
（
川
合
ひ
さ
子
会
長
）
が
開

か
れ
、
来
賓
の
南
陽
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
長
、
山
口
広

昭
様
に
も
ご
臨
席
頂
き
、
令
和

三
年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
四

年
度
の
事
業
計
画(

案)

等
が
協

議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
・
決
定

さ
れ
ま
し
た
。「
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
、
前
向
き
に
お
客
様
を

呼

び

込

む

方

法

を

考

え

る

」

「
こ
れ
か
ら
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し

て
事
業
も
進
め
て
い
く
」
な
ど

も
話
さ
れ
ま
し
た
。 
  

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

                      
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

《
夕
鶴
の
里
友
の
会 

会
員
募
集
！
》 

 

夕
鶴
の
里
で
は
、
友
の
会
会

員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

夕
鶴
の
里
で
の
活
動
を
中
心

に
し
て
、
民
話
や
民
俗
文
化
に

つ
い
て
の
情
報
を
全
国
に
向
け 

発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。 

 

活
動
は
、
夕
鶴
の
里
事
業
の

協
力
、
研
修
旅
行
、
友
の
会
会

報
の
発
行
等
々
。
特
典
と
し
て
、

夕
鶴
の
里
入
館
料
無
料
、
民
話

集
の
割
引
等
。 

 

✿
年
会
費
二
、
０
０
０
円 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 

 
 

      

     

お
き
た
ま
語
り
部
の
会
全
体 

会
・
総
会
が
四
月
十
三
日
（
水
）

に
開
催
さ
れ
、
作
年
の
規
約
改

正
に
よ
り
、
毎
年
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
役
員
選
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
年
度
は
左
記
の
方
々
が

役
員
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会 

長 

伊
藤 

進
司
さ
ん 

（
夕
鶴
の
里
友
の
会
） 

 
 

副
会
長 

井
田 

操
子
さ
ん 

 
 

 

（
た
か
は
た
地
区
語
り
部
の
会
） 

理 

事 

丸
山 

尚
さ
ん 

 
 

 

（
米
沢
と
ん
と
昔
の
会
） 

〃 
 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 
 

（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
） 

 

〃 
 
 

鈴
木 

よ
し
さ
ん 

 
 

 

（
鮎
貝
語
り
部
ク
ラ
ブ
） 

監 

事 

髙
井
和
喜
さ
ん 

 
 

 

（
「
話
部
」
ゆ
る
り
座
） 

 

〃 
 
 

中
川 

和
江
さ
ん 

 
 

 
 
 

（
ま
ほ
ろ
ば
語
り
部
の
会
） 

 
 

六
月
十
九
日
（
日
）
開
催
予
定
の

第
十
一
回
「
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
す
が
、
県
内
、
置
賜
地

域
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
続
い
て
い
る
為
、
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
年
も
「
お
き
た
ま
語

り
部
の
会
交
流
会
」
と
称
し
て
会
員

の
み
で
開
催
す
る
事
と
決
定
し
ま

し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
様
に

は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

夕
鶴
の
里
友
の
会 

令
和
四
年
度
総
会 

 

四
月
十
七
日
（
日
）
、
夕
鶴
の

里
友
の
会
（
伊
藤
進
司
会
長
）
の

令
和
四
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
、
語
り
部
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
二
十
名
の
会
員
が
参

加
し
、
令
和
三
年
度
の
事
業
並
び

に
収
支
決
算
に
つ
い
て
報
告
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
四

年
度
事
業
計
画
（
案
）
と
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
、
可
決
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

※昨年の研修会  

南陽市の歴史・名所を巡る旅「蛙石にて」  

 

お
き
た
ま
語
り
部
の
会 

 
 

 

全
体
会
・
総
会 

 

〈
お
知
ら
せ
〉 



今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
は
、
三
年
ぶ
り
に
来
館

者
が
多
く
、
館
内
が
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 
 

県
内
は
元
よ
り
、
県
外
か

ら
は
関
東
、
関
西
の
方
ま
で

来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

中
に
は
、
四
月
十
九
日
に

掲
載
さ
れ
た
読
売
新
聞(

山

形

版

は

四

月

二

十

三

日

掲

載)

を
拝
読
さ
れ
た
方
や
、
昨

年
来
た
け
ど
、
入
館
で
き
な

か
っ
た
方
な
ど
も
来
館
さ
れ
、 

 

「
と
て
も
良
い
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
～
」
「
語
り
を
聞

い
て
癒
さ
れ
ま
し
た
～
」
と 

 

皆
様
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。 

                        

    

又
吉
さ
ん
（
ピ
ー
ス
）
と
せ

き
し
ろ
さ
ん
が
、
四
月
十
四
日

（
木
）
、
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
の

為
、
夕
鶴
の
里
に
来
館
さ
れ
ま

し
た
。
番
組
名
は
「
又
吉
・
せ

き

し

ろ

の

な

に

も

し

な

い

散

歩
」
で
、
お
二
人
が
東
北
の
街

を
旅
す
る
街
ブ
ラ
ロ
ケ
番
組
。 

ロ
ケ
を
し
な
が
ら
思
い
つ
い

た
自
由
律
俳
句
を
自
由
に
発
表

し
て
い
く
と
い
う
内
容
で
す
。 

夕
鶴
の
里
で
は
、
機
織
り
を

体
験
さ
れ
、
コ
ー
ス
タ
ー
を
織

り
上
げ
た
瞬
間
、
大
変
感
激
し

て
お
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
「
鶴
の
恩
返
し
」

の
語
り
を
聞
い
て
、「
肉
声
で
聞

く
民
話
は
初
め
て
！
」
と
、
こ

れ
ま
た
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。 

 
 

   
 

 
  

 
     

 
    

夕
鶴
の
里
企
画
展 

     

二
月
一
日
よ
り
開
催
し
て
い 

た
「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
が 

大
好
評
に
て
、
五
月
八
日
終
了 

し
ま
し
た
。 
 

期
間
中
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
含 

め
多
く
の
お
客
様
に
観
て
頂
き 

ま
し
た
。 

 

布
細
工
に
興
味
の
あ
る
方
に 

は
特
に
、
「
素
晴
ら
し
い
！
の 

一
言
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を 

頂
き
ま
し
た
。 

 
 

   
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

昭
和
初
期
の
山
形
の
風
景
等

を
楽
し
ん
で
頂
け
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
見
に
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
下
さ
い
。 

            

 
 

 
 

 
 

  

昨
年
の
六
月
四
日
、
河
北
町

立
谷
地
西
部
小
学
校
の
五
、
六

年
生
の
皆
さ
ん
が
修
学
旅
行
で

来
館
さ
れ
た
際
に
紅
花
の
種
を

頂
き
ま
し
た
。 

 

四
月
十
日
に
植
え
た
ら
、
芽

が
出
て
き
ま
し
た
。
花
が
咲
く

の
が
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

(

次
号
に
続
く)
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